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編
集

Ｈ
・
Ｔ
＆
・
Ｍ
・
Ｔ

第
二
号

始
ま
る
マ
グ
ロ
延
縄

無
事
初
縄
も
迎
え
、
大
き
な
怪
我
も
な
く
皆
元

９
月
２
５
日
に
初
縄
を
迎
え
、
順
調
に
投
縄
・
揚

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
ぱ
る
る
全
面
推
し
の
隠

縄
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
丸
々
と
し
た
大

岐
水
通
信
も
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
先

き
な
マ
グ
ロ
が
比

生
と
後
輩
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

較
的
多
い
よ
う
に

思
い
ま
す
。

日
付
変
更
線
は
目
に
見
え
る
！
？

写
真
は
２
ｍ
５

９
月
２
３
日
、
神
海
丸
は
日
付
変
更
線
を
通
過
し

０
㎝
・
推
定
２
０

ま
し
た
。
通
過
す
る

０
㎏
以
上
の
カ
ジ

当
日
、
専
攻
科
Ｍ
・

キ
で
す
。
専
攻
科

Ｓ
君
の
「
俺
は
本
科

は
新
し
い
仕
事
も

生
の
時
、
日
付
変
更

増
え
て
大
変
で
す

線
を
目
で
見
た
。
」

が
、
本
科
生
を
引

と
い
う
言
葉
か
ら
専

っ
張
れ
る
よ
う
日

攻
科
の
間
で
一
時
大

々
頑
張
っ
て
お
り

口
論
に
な
り
ま
し
た
。

ま
す
。

通
過
す
る
瞬
間
を
確

認
す
べ
く
、
デ
ッ
キ

不
思
議
な
サ
ヨ
リ

に
上
が
る
と
そ
こ
に

強
風
と
う
ね
り
に
よ
り

は
・
・
・
。

甲
板
に
波
が
打
ち
込
ん
だ

真
実
を
知
り
た
い
方
は
、
帰
国
し
た
生
徒
に
聞
く

日
の
翌
日
、
○
等
航
海
士

か
、
太
平
洋
に
船
を
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

が
甲
板
で
天
日
干
し
に
な

信
じ
る
者
に
は
も
し
か
す
る
と
…
。

っ
て
い
る
サ
ヨ
リ
ら
し
き

魚
を
発
見
。
教
官
の
発
案

未
来
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

に
よ
っ
て
生
徒
数
人
で
試

機
関
科
の
専
攻
科
生
は
漁
業
科
に
比
べ
人
数
が

食
す
る
こ
と
に
…
。
味
は

少
な
く
当
直
が
当

以
外
に
も
程
よ
い
塩
味
で

た
る
回
数
が
多
い

大
変
美
味
で
し
た
。

で
す
が
、
未
来
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な

一
言
コ
メ
ン
ト

「
エ
ン
ジ
ン
編
」

る
べ
く
、
複
雑
な

Ｏ
・
Ｒ

早
く
ハ
ワ
イ
に
い
き
て
ぇ

仕
事
を
毎
日
懸
命

Ｅ
・
Ｓ

止
ま
な
い
雨
は
な
い

に
こ
な
し
て
い
ま

Ｕ
・
Ｋ

勉
強
頑
張
る
！

す
。
写
真
の
Ｔ
君

Ｔ
・
Ｙ

明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く

も
キ
メ
顔
で
作
業

Ｈ
・
Ｋ

ハ
ワ
イ
が
待
ち
ど
お
し
い
。

し
て
い
る
と
こ
ろ

Ａ
・
Ｙ

こ
の
航
海
で
痩
せ
た
い
で
す
。

で
す
。
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